
24

発行・編集　白石市役所情報広報課（白石市情報センター内）
〒989-0257白石市字亘理町37-3   00224（22）1500

白石市のホームページ（おもしろいしネット） 
http://www.city.shiroishi.miyagi.jp/

No.540

2004 7白石市・海老名市姉妹都市締結10周年w～e　市制施行50周年記念事業ニュースほかr～t

まちかどズームインほかy～o　くらし百科ほか!0～!3　募集・お知らせほか!4～@4

古紙配合率100%の再生紙と、植物性大豆油インキを使用し、
環境にやさしい水なし印刷方式を採用しています。
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「夜間納税窓口」開設のお知らせ 
仕事などでお忙しい方、ぜひ利用ください。 
●日時　７月28日・７月29日（水・木） 
　　　　17:30～20:00 
●場所　市庁舎１階　収納管理室 

 

固定資産税（２期） の納期です 7月は 
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青年海外協力隊・シニア海外ボランティアの 
調整員として海外で活躍中  
白川犬卒都婆出身の小畑さん 

　アジアやアフリカなどの途
上国を中心に活躍する国際協
力機構（JICA）の青年海外協

力隊員・シニア海外ボランティアを支援する「協力隊調整員」として、現
在、ラオスの首都ビエンチャンでご活躍されているのは、白川犬卒都婆
出身の小畑けい子さんです。 
　協力隊調整員は、現地で活動する各ボランティアの相談や相手国と
の調整・要請など、総合的な支援業務を担当します。 
　小畑さんは、市の保母として9年間、南保育園や第二児童館などに勤
務された後、1982年、協力隊員としてマレーシアに渡りました。その後、
現地の幼稚園設立に園長として関わるなどの経歴を経て調整員となり、
ブータン、ザンビア、タイ、ラオスと各国で活動してこられました。 
協力隊員になるきっかけは？「児童館に勤務していた際に、『宮城県青
年の船』に乗船し、フィリピンに寄港しました。そのとき、物売りをして
いたストリートチルドレンを見かけ、『どうして子どもたちが学校に行
けないのか？不平等ではないか？』と現地の教育に疑問を持ちました。
少し英語を学び、海外志向があったこともあり、自分の経験を生かして
途上国の子どもたちに教育をと、海外協力隊に応募しました。」 
調整員の仕事について？「調整員は、隊員やボランティアの方と、途上
国でどんな協力が大切で必要なのかを考えます。皆さんがやりがいを
持って活動し、相手国から感謝され、任国を好きになって帰国できるよ
うお手伝いをしています。いろんな方と出会い、学ぶことがたくさんあ

ります。参加したボランティアの方々からは、『途上国の人々から得た
ものは自分が与えた以上に大きかった。』との感想を聞きます。皆さん
の貴重な経験が日本に還元され、世界平和につながります。素晴らし
いことだと思います。やりがいのある仕事に感謝しています。」 
抱負をどうぞ！「開発途上国は未知であるが故にいっぱい夢があります。
また、困難なことがあるからこそ創意工夫のやりがいがあります。微力
ですが、日本と途上国の人々を結ぶ架け橋に、今後も力を注ぎ続けら
れたらと思っています。」 
市民の皆さんに！「20歳から69歳までの方、ボランティアで途上国の
人材育成に関わってみませんか。
途上国から得る資源や労働力な
どの恩恵にも目を向けて、ぜひ
関心を持っていただけたらうれ
しいです。」 
※6月9日、健康診断を受けるた
め一時帰国した小畑さんから、市
庁舎でお話をお聞きしました。
小畑さんのさらなるご活躍をお
祈りします。 

▲小畑けい子さん 

▲現地の国立病院で活躍するシニアボラン
ティア・協力隊員（右3人）のもとを訪
れた小畑さん（左端） 

▲植樹されたブナの苗木 ▲7,000本の植樹を終えた会場
数十年後には見事な「不伐の森」となることでしょう

６月13日、市がＮＰＯ法人「蔵王の

ブナと水を守る会」と共同で取得した南

蔵王山ろくの共有地で、白石市制施行

50周年記念事業「40,000人市民の森づ

くり事業」が開催されました。

事業には、市民の皆さんやみどりの少

年団の小学生親子、企業関係者など、約

1,000人が参加。植樹が始まるとともに

空はさわやかに晴れ渡り、参加者たちは、

心地よい汗を流しながらブナやミズナラ

など13種類約7,000本の苗木を植樹し

て、後世に残る不伐の森づくりを行いま

した。

～未来につなごうみどりの資源～

40,000人市民の森づくり事業
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